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W025　岩水寺さくらの里公園の石灰岩露頭

　浜松市浜北区根堅にある高野山真言宗別格本山の
岩水寺に隣接する「岩水寺さくらの里公園」（大駐
車場）では，秩父帯の井伊谷層（ペルム紀～ジュラ紀）
に属する石灰岩の露頭（高さ約 20m）を観察できる．
露頭表面には植生が少なく，比較的新鮮な面が露出
している．ここで見られる石灰岩は，明灰色～白色
を呈し，肉眼上では再結晶や化石は認められず，塊
状である．
　1962 年にこの石灰岩体の洞窟を埋めている堆積
物（上層，下層）から化石人骨が発見された．炭素
14 年代測定法による分析の結果，上層及び下層の
人骨はそれぞれ約 1万 4000 年前及び約 1万 8000 年
前（旧石器時代）のものであることが確認された．国土地理院　地理院地図（電子国土Web）

ここで出土した人骨は「浜北人骨」と命名され，現時点で本州最古とされている．なお園内には本発
見に関する説明板が設置されている．
　落石事故防止のために，露頭近くには立ち入り禁止のロープが張られている．従って，露頭に直接
触れることや，間近で観察することはできない．しかし，遠方からでもこの露頭が有する地質学的ロ
マンと考古学的ロマンの両方を感じ取ることができるであろう．�（竹林知大・楠　賢司・松本仁美）


